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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
を
迎
え
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
経
済
は
、
一
昨
年
の
世
界
同
時
不
況

か
ら
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
海
外
経
済
の
改
善
等
も
あ
り
、
景
気
は
も

ち
直
し
の
兆
し
が
あ
る
も
の
の
、
雇
用
情
勢
の

悪
化
や
デ
フ
レ
、円
高
、株
安
の
進
行
な
ど
か
ら
、

景
気
の
二
番
底
も
懸
念
さ
れ
る
極
め
て
不
透
明

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
中
小
企
業
の
皆
様
は
、

製
造
業
で
は
親
企
業
の
海
外
展
開
や
内
製
化
等

に
よ
る
受
注
減
、
商
業
・
建
設
業
に
お
い
て
は
、

個
人
消
費
の
落
ち
込
み
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
等
に
よ
る
売
上
の
低
迷
で
、
経
費
を

切
り
詰
め
、
知
恵
と
創
意
工
夫
で
経
営
の
継
続

に
懸
命
に
取
組
ん
で
い
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

商
工
会
連
合
会
は
本
年
一
月
末
に
「
産
業
総

合
支
援
拠
点
・
T
A
M
A
」
に
移
転
す
る
予
定

で
す
。
新
拠
点
に
は「
経
営
サ
ポ
ー
ト
館
」と「
多

摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
」「
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン

 ・年頭所感
　東京都知事  石原 慎太郎
 ・ 環境をテーマに東京都、福生市商工会、八王子会議所、
    立川会議所が対策、取組み事例を発表
   平成 21 年度多摩経済サミットを開催
 ・ 2 月 19、20 日に「第 9回たま工業交流展」
 ・「受発注マッチング商談会」を開催
　3月 4日、「産業総合支援拠点・TAMA」で

 ・「パワーアップ研修」の第 2弾をスタート
 ・12 月 3日に「中小企業危機突破 ! 活力強化大会」を開く　　
　当連合会、東商など 3団体との協議会設立を表明
 ・多摩・島しょ地域のイベント 大特集 Part30

新
年
の
ご
挨
拶

東
京
都
商
工
会
連
合
会
会
長  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂  

敎
夫

タ
ー
」(

平
成
二
十
三
年
度
オ
ー
プ
ン)

が
整
備

さ
れ
、
技
術
支
援
を
行
う
東
京
都
立
産
業
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
や
経
営
支
援
を
行
う
東
京
都
中

小
企
業
振
興
公
社
と
当
連
合
会
、
人
材
育
成
支

援
を
行
う
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
が
結

集
し
、
隣
接
す
る
東
京
都
農
林
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
と
共
に
、
経
営
・
技
術
の
両
面
で
更
に
強

力
な
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
是
非
、
多
摩
・

島
嶼
地
域
の
商
工
業
者
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
商
工
会
連
合
会
は
、
多
摩
と
島
嶼
地

域
の
二
十
七
商
工
会
と
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
産
業
と
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
役
職

員
一
丸
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
事
業
と
組

織
の
強
化
に
総
力
を
挙
げ
て
努
め
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
ご
指
導
、
ご
支
援
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
良

い
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
私
の
年
頭
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

迎
春
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明けましておめでとうございます

三
鷹
商
工
会  

連
合
会
理
事

会
長 

佐
藤 

文
典

 「「
初
心
忘
れ
ず
」

初
心
忘
れ
ず
」

国
分
寺
市
商
工
会  

連
合
会
理
事

会
長 

矢
野 

守

「「
ぶ
れ
ず
に
全
力
投
球

ぶ
れ
ず
に
全
力
投
球
」」

福
生
市
商
工
会  

連
合
会
理
事

会
長 

山
下 

真
一

「
真
実
一
路
」

「
真
実
一
路
」

東
久
留
米
市
商
工
会  

連
合
会
理
事

会
長 

才
神 
芳
美

「
お
客
様
の
笑
顔
を
喜
び
に
、

「
お
客
様
の
笑
顔
を
喜
び
に
、

張
り
切
る
姿
に
拍
手
を
」

張
り
切
る
姿
に
拍
手
を
」

三
宅
村
商
工
会  

連
合
会
監
事

会
長 

浅
沼 

基

「
機
会
を
待
つ
な

「
機
会
を
待
つ
な    

創
り
出
せ
」

創
り
出
せ
」

瑞
穂
町
商
工
会  

連
合
会
理
事

会
長 

近
藤 

正
夫

「
仕
事
泣

「
仕
事
泣
き
す
る
な

き
す
る
な
!!!!
」」

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
十
一
世
紀
も
今
年
で
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
か
つ
て
期
待
し
た
明
る
い
新
世
紀

と
は
い
さ
さ
か
様
相
が
異
な
り
、
経
済
の
先
行
き
は
混
沌
と
し
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の

極
め
て
困
難
な
事
態
に
も
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
東
京
の
人
口
は
千
三
百
万
人
の
大
台
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
家
に
匹
敵
す
る
大
都
市
東
京
は
、
長
い
歴
史
に
培
わ
れ
た
豊
穣
な
伝
統
文
化

や
最
も
著
名
な
食
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
世
界
一
と
認
め
る
食
文
化
、
世
界
に
誇
る
最
先

端
技
術
を
生
み
出
す
多
く
の
中
小
企
業
、
多
種
多
才
な
人
材
の
集
積
な
ど
多
く
の
特
長

を
有
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
大
都
市
で
あ
る
が
ゆ
え
の
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源

の
消
費
、
環
状
道
路
の
未
完
成
ゆ
え
の
交
通
渋
滞
が
も
た
ら
す
多
大
な
経
済
損
失
や
環

境
の
悪
化
、
悪
質
な
犯
罪
の
発
生
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
低
さ
や
高
齢
化
の
急
速
な
進

展
な
ど
様
々
な
課
題
が
先
鋭
的
に
現
れ
て
い
ま
す
。
新
政
権
の
下
で
は
、「
は
じ
め
に

言
葉
あ
り
き
」
の
柔
軟
性
・
機
動
性
を
欠
い
た
国
政
運
営
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
大

都
市
東
京
を
預
か
る
都
政
に
は
一
刻
の
遅
滞
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

一
昨
年
来
の
経
済
危
機
に
対
し
て
は
数
次
に
わ
た
り
補
正
予
算
を
編
成
す
る
と
と
も

に
、
二
十
一
年
度
予
算
で
の
対
応
に
よ
り
、
中
小
零
細
企
業
の
資
金
繰
り
を
支
え
、
離

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
や
厳
し
さ
の
増
す
学
生
の
就
職
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
、
発
生
の
前
か
ら
そ
の
危
機
を
予
見
し
、
機
動
的
な

対
策
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
を
美
し
く
安
全
で
住
み
ご
こ
ち
の
良
い
世
界
の
範
と
な
る
都
市
へ
と
成

熟
さ
せ
る
「
十
年
後
の
東
京
」
計
画
も
着
実
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

三
環
状
道
路
の
整
備
で
は
、
本
年
三
月
に
は
中
央
環
状
新
宿
線
が
全
線
開
通
し
て
東

名
高
速
か
ら
東
北
道
・
常
磐
道
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま
す
。
羽
田
空
港
は
、

十
月
に
新
滑
走
路
が
完
成
し
発
着
枠
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
国
際
化
が
大
幅

に
進
展
し
ま
す
。
日
本
の
牽
引
役
で
あ
る
首
都
東
京
の
都
市
機
能
が
一
段
と
高
ま
り
、

我
が
国
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
先
進
的
な
環
境
政
策
を
一
段
と
加
速
さ
せ
ま
す
。
四
月
か
ら
世
界
初
の
都

市
型
キ
ャ
ッ
プ
ア
ン
ド
ト
レ
ー
ド
を
開
始
し
、
C
O
2
排
出
量
の
削
減
に
大
き
く
踏

み
出
し
ま
す
。
街
路
樹
の
倍
増
や
校
庭
の
芝
生
化
な
ど
も
進
め
、
日
本
と
世
界
の
環
境

政
策
を
リ
ー
ド
し
、
東
京
を
緑
溢
れ
る
環
境
先
進
都
市
へ
と
進
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
の
行
く
末
を
左
右
す
る
少
子
化
に
つ
い
て
も
、
社
会
全
体
で
出
産
を
喜
び
子
育

て
を
応
援
す
る
た
め
に
、
重
層
的
・
複
合
的
な
施
策
を
渾
身
の
力
で
展
開
い
た
し
ま
す
。

　

東
京
の
持
つ
可
能
性
と
潜
在
力
を
信
じ
、
目
前
の
危
機
に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
将
来
を
見
据
え
た
政
策
を
強
力
に
展
開
し
、
日
本
と
世
界
の
未
来
を
東
京
の
手
で

切
り
拓
く
べ
く
、
全
力
で
都
政
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
都
知
事

石
原 

慎
太
郎

平
成
二
十
二
年　
　

年
頭
所
感
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明けましておめでとうございます
「　」は、今年大事にしたい一言・抱負です

日
野
市
商
工
会  

連
合
会
副
会
長

会
長 

井
上 

敏
夫

「「
意
志
と
行
動
と
継
続
の
力

意
志
と
行
動
と
継
続
の
力
」」

清
瀬
商
工
会  

連
合
会
理
事

会
長 

平
塚 

久
敏

「
健
康
第
一
」

「
健
康
第
一
」

小
平
商
工
会  

連
合
会
理
事

会
長 

猪
熊 

勇
一

「
凡
眼
に
は
見
え
ず
、
心
眼
を

「
凡
眼
に
は
見
え
ず
、
心
眼
を

開
け
開
け    

好
機
は
常
に
眼
前
に
あ
り
」

好
機
は
常
に
眼
前
に
あ
り
」

小
金
井
市
商
工
会  

連
合
会
副
会
長

会
長 
村
越 

政
雄

「
自
己
改
革
で
大
不
況
を

「
自
己
改
革
で
大
不
況
を

乗
り
切
ろ
う

乗
り
切
ろ
う
!!!!
」」

西
東
京
商
工
会  
連
合
会
理
事

会
長 

村
田 
幸
三

 「「
努
力
努
力
」」

狛
江
市
商
工
会  

連
合
会
理
事

会
長 

栗
山 

昇

「
汗
は
裏
切
ら
な
い

「
汗
は
裏
切
ら
な
い
!!
」」

大
島
町
商
工
会

会
長 

髙
田 

元
喜

「「
元
気
、
や
る
気

元
気
、
や
る
気
!!
」」

調
布
市
商
工
会  

連
合
会
理
事

会
長 

原
島 

芳
一

「
温
故
知
新
」

「
温
故
知
新
」

東
村
山
市
商
工
会  

連
合
会
理
事

会
長 

山
下 

三
郎

「
勝
の
前
進

「
勝
の
前
進    

確
実
な
る
一

確
実
な
る
一
歩
」
歩
」

国
立
市
商
工
会  

連
合
会
理
事

会
長 

内
山 

健
治

  「「
困
難
か
ら
飛
躍
へ

困
難
か
ら
飛
躍
へ
」」

あ
き
る
野
商
工
会  

連
合
会
副
会
長

会
長 

鶴
田 

和
男

「「
不
易
流
行

不
易
流
行
」」

東
大
和
市
商
工
会  

連
合
会
副
会
長

会
長 

加
藤 

政
治

「
連
帯
感
」

「
連
帯
感
」

武
蔵
村
山
市
商
工
会  

連
合
会
理
事

会
長 

松
田 

昭
男

「
自
分
の
信
念
が

「
自
分
の
信
念
が

実
現
へ
の
第
一
歩
」

実
現
へ
の
第
一
歩
」

八
丈
町
商
工
会  

連
合
会
理
事

会
長 

浅
沼 

孝
彦

「
和
を
も
っ
て
尊
し
と
な
す
」

「
和
を
も
っ
て
尊
し
と
な
す
」

稲
城
市
商
工
会  

連
合
会
理
事

会
長 

番
場 

正
夫

「
明
る
く
、
元
気
に
、
希
望
を

「
明
る
く
、
元
気
に
、
希
望
を

持
っ
て

持
っ
て
!!
」」

羽
村
市
商
工
会  
連
合
会
理
事

会
長 

向
笠 
幸
雄

「
温
故
知
新
」

「
温
故
知
新
」

昭
島
市
商
工
会  

連
合
会
理
事

会
長 

平
畑 

文
興

「
法
令
遵
守
」

「
法
令
遵
守
」

新
島
村
商
工
会

会
長 

大
沼 

登
良
夫

「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば

「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば

虎
子
を
得
ず
」

虎
子
を
得
ず
」

神
津
島
村
商
工
会

会
長 

松
江 

雅
彦

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」

小
笠
原
村
商
工
会

会
長 

安
藤 

光
一

「
権
利
と
義
務
に
つ
い
て
の
再
考
」

「
権
利
と
義
務
に
つ
い
て
の
再
考
」

日
の
出
町
商
工
会 

連
合
会
監
事

会
長 

原
田 

貞
男

「
あ
る
が
ま
ま

「
あ
る
が
ま
ま    

必
ず
道
は
あ

必
ず
道
は
あ
る
」
る
」

東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会  

連
合
会
理
事

会
長 

飯
島 

健
之

「
莫
煩
悩
」

「
莫
煩
悩
」

東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会

連
合
会
理
事

会
長 

廣
瀬 

可
世
子

「
失
敗
は
成
功
の
も
と
」

「
失
敗
は
成
功
の
も
と
」

東
京
都
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事 

長
谷
川 

登

「
一
点
素
心
」

「
一
点
素
心
」

賀正
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桂
会
長
「
環
境
へ
の
影
響
を
色
々
な
側
面
か
ら
観
察
し
、
慎
重
に

活
動
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

 　

多
摩
地
域
二
十
一
商
工
会
、
七
商

工
会
議
所
の
会
長
、
会
頭
ら
ト
ッ
プ

が
毎
年
一
回
、
一
堂
に
会
し
、
地
域

振
興
を
目
的
に
時
々
の
課
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
、
解
決
を
目
指
す
「
多

摩
経
済
サ
ミ
ッ
ト
」
が
今
年
度
も
平

成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
六
日
、
立

川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

十
一
回
目
と
な
る
今
年
度
は
環
境
を

テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
専
門
家
が
「
経

営
者
の
環
境
力
に
期
待
す
る
こ
と
」

を
表
題
に
基
調
講
演
。
続
い
て
東
京

都
、
八
王
子
商
工
会
議
所
、
立
川
商

工
会
議
所
、
福
生
市
商
工
会
が
そ
れ

ぞ
れ
対
策
や
取
り
組
み
事
例
を
発
表

し
、
そ
の
後
、
熱
く
質
問
や
意
見
を

述
べ
合
い
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
は
当
連
合
会
と
多
摩
地
域
七

商
工
会
議
所
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、

サ
ミ
ッ
ト
で
は
平
本
勝
哉
・
町
田
商
工
会

議
所
会
頭
、
桂
敎
夫
・
当
連
合
会
会
長
の

二
人
の
共
同
座
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
。
続

い
て
来
賓
を
代
表
し
て
山
手
斉
・
東
京
都

産
業
労
働
局
商
工
部
長(

代
読=

小
金
井

毅
・
地
域
産
業
振
興
課
長)

が
挨
拶
を
し

ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
桂
会
長
は
「
環
境
と
い
う
大

き
な
山
を
目
指
し
た
時
に
色
々
な
登
り
口

が
あ
る
。
し
か
し
、
山
を
登
ら
な
け
れ
ば

次
が
見
え
て
こ
な
い
」
と
し
た
上
で
「
環

境
が
仕
事
に
、
地
域
経
済
に
ど
う
い
う
影

響
を
与
え
る
か
、
あ
る
い
は
国
が
ど
う
い

う
方
向
に
進
む
の
か
、
色
々
な
側
面
か
ら

観
察
し
、
慎
重
に
活
動
し
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

 

ま
た
、
山
手
部
長
は
「
商
工
会
と
商
工

会
議
所
の
ト
ッ
プ
が
垣
根
を
越
え
て
一
堂

に
会
し
、
地
域
の
産
業
振
興
の
た
め
に
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
は
大
変
、
有
意
義
な

こ
と
」
と
述
べ
、
サ
ミ
ッ
ト
の
役
割
を
重

視
し
て
い
る
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
環
境
庁
初
代
地
球
環
境
部

長
で
、
第
一
人
者
と
し
て
環
境
問
題
に
取

り
組
む
N
P
O
法
人
環
境
文
明
21
の
加

藤
三
郎
・
共
同
代
表
が
行
い
、
加
藤
代
表

は
「
こ
れ
か
ら
先
の
十
年
か
ら
二
十
年
、

日
本
を
含
む
人
類
社
会
が
環
境
に
ど
う
対

応
を
取
る
か
に
よ
っ
て
人
類
の
運
命
が

決
ま
っ
て
い
く
」、
ま
た
、「
不
況
を
克
服

す
る
糧
と
し
て
環
境
問
題
が
浮
上
し
て
き

た
」
と
指
摘
。
そ
の
上
で
「
創
造
力
さ
え

あ
れ
ば
無
限
と
言
っ
て
良
い
く
ら
い
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
が
起
こ
り
う
る
」
と
の
期
待

を
披
露
。

　

さ
ら
に
、
加
藤
代
表
は
環
境
へ
と
時
代

が
大
き
く
動
く
中
、
独
自
に
作
成
し
た
、

経
営
者
の
環
境
力
を
測
る
十
二
項
目
を
紹

介
。
経
営
者
は
何
に
注
意
し
、
力
を
入
れ

れ
ば
良
い
か
を
示
し
ま
し
た
。

　

課
題
発
表
は
東
京
都
が
「
東
京
都
に
お

け
る
環
境
対
策
」
に
つ
い
て
塩
田
勉
・
環

境
局
環
境
政
策
部
環
境
政
策
課
課
長
補
佐

が
、
八
王
子
商
工
会
議
所
は
「
八
王
子
商

工
会
議
所
に
お
け
る
環
境
対
策
の
取
組

「
多
摩
経
済
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催

基調講演に真剣な眼差しを向けた多摩経済サミット

挨拶をする
桂  敎夫・当連合会会長

挨拶をする山手 斉・
東京都産業労働局商工部長

東
京
都
、
福
生
市
商
工
会
、
八
王
子
会
議
所
、

立
川
会
議
所
が
対
策
、
取
組
み
事
例
を
発
表

平成21年度 環境を
テーマに
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み
」
に
つ
い
て
田
辺
隆
一
郎
会
頭
が
、
立

川
商
工
会
議
所
は
「
地
球
温
暖
化
対
応
の

取
組
み
」
に
つ
い
て
萬
田
貴
久
会
頭
が
、

　当連合会は多摩地域の一大産業総合支援拠点「産業総合
支援拠点・TAMA」へ 1月 25日 (月 )から移転する予定です。
　産業総合支援拠点・TAMA は、「経営サポート館」、「多
摩テクノプラザ」、「多摩職業能力開発センター」( 平成 23
年度オープン予定 ) を整備し、地方独立行政法人東京都立
産業技術研究センター、財団法人東京都中小企業振興公社、
多摩職業能力開発センター、当連合会と財団法人東京都農
林水産振興財団が連携し、中小・小規模企業の皆様へ、経
営・技術の両面で、更に、強力な支援をしていきます。な
お、2月 22 日 ( 月 ) に関係者を招いて「産業総合支援拠点・
TAMA」の開所式典・施設見学を行う予定です。
　皆様のご利用をお待ちしております。新住所、新電話、
新 FAX 番号は以下の通りです。

お 知 ら せ
事務所を「産業総合支援拠点・TAMA」
( 昭島市 ) へ移転します
1月 25 日 ( 月 ) から新事務所に移転する
予定です

新 事 務 所
住所 : 〒 196-0033
東京都昭島市東町 3丁目 6番 1号 
産業総合支援拠点・TAMA
電話 ( 代表 ) : 042-500-1140　FAX:  042-500-1421 

福
生
市
商
工
会
は
「
福
生
市
に
お
け
る
環

境
対
策
の
取
組
み
」
に
つ
い
て
山
下
真
一

会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
一
時
間
に
亘
っ
て
行
っ
た
意
見
交
換

で
は
五
人
の
会
長
、
副
会
長
が
質
問
や
意

見
の
表
明
に
立
ち
、
環
境
投
資
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
、
L
E
D
照
明
の
見
通
し
な
ど

講
師
、
東
京
都
、
来
賓
ら
と
熱
い
や
り
と

り
を
し
ま
し
た
。

2
月
19
、20
日
に
「
第
9
回

た
ま
工
業
交
流
展
」

113939
の
企
業
・
支
援
団
体
・
大
学
・

の
企
業
・
支
援
団
体
・
大
学
・

高
等
専
門
学
校
が
出
展

高
等
専
門
学
校
が
出
展

マ
ッ
チ
ン
グ
も
強
力
に
展
開

マ
ッ
チ
ン
グ
も
強
力
に
展
開

　
「
多
摩
発
。
広
げ
よ
う
技
術
開
発
力
の

輪
!
」―

。「
第
九
回
た
ま
工
業
交
流
展
」

が
二
月
十
九
、二
十
の
両
日
、
立
川
市
内
の

国
営
昭
和
記
念
公
園
み
ど
り
の
文
化
ゾ
ー

ン
花
み
ど
り
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
ゆ
め
ひ

ろ
ば
で
開
か
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
の
出
展
規
模
は
前
年
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、

百
四
十
ブ
ー
ス
に
百
三
十
九
の
企
業
・
支
援

団
体
・
大
学
・
高
等
専
門
学
校
が
出
展
、
冒

頭
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
そ
れ
ぞ

れ
の
最
新
の
技
術
、
製
品
、
事
業
を
紹
介
、

P
R
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
、

来
場
者
と
出
展
企
業
、
出
展
企
業
同
士
の

マ
ッ
チ
ン
グ
も
強
力
に
展
開
し
ま
す
。
出
展

分
野
と
し
て
は
例
年
と
同
様
、
機
械
・
金
属
・

電
気
機
器
、
情
報
関
連
・
ソ
フ
ト
開
発
、
環

境
関
連
、
そ
の
他
製
造
業
、
学
校
関
連
・
協

力
団
体
で
す
。

　

初
日
の
十
九
日
は
基
調
講
演
も
あ
り
ま

す
。
会
場
は
立
川
市
曙
町
の
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
・
ア
イ
ム
で
す
。
こ
の
基
調
講
演
で
は

大
き
な
危
機
を
乗
り
越
え
、
モ
ノ
づ
く
り
企

業
の
再
生
に
取
り
組
む
日
本
電
鍍
工
業(

埼

玉
県
さ
い
た
ま
市)

の
伊
藤
麻
美
社
長
が「
越

え
ら
れ
な
い
壁
は
な
い
〜
企
業
再
生
と
継
続

の
新
法
則
〜
」
の
タ
イ
ト
ル
で
逆
境
を
ど
う

乗
り
越
え
た
か
に
つ
い
て
体
験
を
中
心
に
紹

介
を
し
ま
す
。

　

交
流
展
、
講
演
会
と
も
無
料
で
す
。
来
場

を
お
待
ち
し
ま
す
。

東
京
都
に
よ
る
受
注
開
拓
緊
急

支
援
事
業
に
よ
り
「
受
発
注

マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
」
を
開
催

33
月月
44
日
、「
産

日
、「
産
業
総
合
支

業
総
合
支
援援

拠
点
・

拠
点
・
TT
AA
MM
AA
」
で
」
で

　

当
連
合
会
は
青
梅
信
用
金
庫
、
西
武
信

用
金
庫
、
多
摩
信
用
金
庫
の
三
信
用
金
庫

と
と
も
に
、
三
月
四
日
午
前
十
時
か
ら
東

京
都
昭
島
市
東
町
三
丁
目
の
産
業
総
合
支

援
拠
点
・
T
A
M
A
で
受
発
注
マ
ッ
チ
ン

グ
商
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
商
談
会

は
二
十
一
年
六
月
に
東
京
都
が
ス
タ
ー
ト

を
さ
せ
た
受
注
開
拓
緊
急
支
援
事
業
「
中

小
企
業
経
営
力
向
上
T
O
K
Y
O
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

受
注
側
の
参
加
企
業
と
し
て
は
受
注
開

拓
緊
急
支
援
事
業
で
展
示
会
・
見
本
市
の

出
展
経
費
等
の
緊
急
助
成
支
援
を
受
け
た

中
小
企
業
、そ
し
て
、当
連
合
会
、商
工
会
、

三
信
用
金
庫
が
推
薦
す
る
中
小
企
業
を
対

象
に
百
社
程
度
の
参
加
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
発
注
側
企
業
は
東
京
都
と
当
連

合
会
が
大
企
業
へ
発
注
開
拓
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
を
実
施
、
こ
れ
に
よ
り
開
拓
を
し
た
発

注
企
業
と
の
間
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。
発
注
側
の
大
手
参
加
企
業
と
し
て
は

十
五
社
前
後
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
中
小
企
業
へ

の
新
規
受
注
開
拓
支
援
に
、
さ
ら
に
、
弾

み
を
付
け
て
い
こ
う
と
い
う
狙
い
で
す
。

東京都商工会連合会

5

vol.291  東京都商工会報 2010 年（平成 22）1月 1日



　

当
連
合
会
は
平
成
二
十
一
年
十
一
月

十
七
、十
八
、十
九
の
三
日
間
、
島
し
ょ
地

域
商
工
会
の
経
営
指
導
員
を
対
象
に
「
平

成
二
十
一
年
度
商
工
会
等
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

実
務
研
修
」
を
実
施
、「
全
国
ト
ッ
プ
の

経
営
指
導
員
に
す
る
」
こ
と
を
目
指
す
「
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
の
第
二
弾
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
三
カ
年
の
計
画
で
実
施

し
た
前
計
画
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
、
前
回

は
地
域
資
源
を
使
っ
て
特
産
品
を
ど
の
よ

う
に
開
発
し
て
い
く
か
を
テ
ー
マ
と
し
た

の
に
対
し
、
今
回
は
開
発
し
た
特
産
品
の

販
路
を
ど
う
開
拓
し
て
い
く
か
を
目
標
に

し
ま
し
た
。

　

研
修
に
は
各
商
工
会
か
ら
十
名
が
参

加
。
一
日
目
は
現
地
実
習
・
現
地
視
察
で
、

実
習
・
視
察
で
は
「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

ど
さ
ん
こ
プ
ラ
ザ
」(

東
京
・
有
楽
町)

、「
ひ

び
き
」(

埼
玉
県
川
越
市)

、「
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
三
宅
村
」(

同)

、「
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
宮
崎
」(

東
京
・
代
々
木)

の
四

カ
所
を
訪
問
、

農
商
工
連
携

に
よ
る
物
産

開
発
・
地
産

地
消
の
取
り

組
み
、
並
び

に
販
路
開
拓

を
見
聞
き
し

ま
し
た
。

　

二
日
目
、

三
日
目
は
東

京
・
海
岸
の

島
嶼
会
館
で

の
座
学
で
、
農
商
工
連
携
の
現
状
と
取
り

組
み
・「
も
っ
と
売
れ
る
」
た
め
の
具
体

策
、
前
年
計
画
の
課
題
洗
い
出
し
と
解
決

方
法
、
地
場
産
品
の
売
り
場
を
確
保
す
る

基
礎
知
識
、
事
業
所
へ
の
実
行
計
画
の
作

成
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
、
富
山
県

商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
平
成
二
十
一
年

十
一
月
十
一
、十
二
の
両
日
、
富
山
市
内

の
富
山
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
、
並
び
に
富

山
市
総
合
体
育
館
で
「
青
年
部
生
誕
の
地

へ 

い
ざ
集
わ
ん
!
一
期
一
会
」
を
合
言
葉

に
「
第
十
二
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

(

富
山
大
会)

」
を
開
き
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
全
国
か
ら
二
千
五
百
人
、

東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
か
ら
は

四
十
九
人
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
基
調
講
演
、
主
張
発
表
大
会
を
、

ま
た
、
二
日
目
は
全
国
青
年
部
長
会
議
を

行
い
ま
し
た
。

富
山
市
で
青
年
部
全
国
大
会  

　
「
何
よ
り
中
小
企
業
の
声
は
仕
事
が

ほ
し
い
」―

。
当
連
合
会
、
東
京
商
工

会
議
所
な
ど
中
小
企
業
関
係
六
団
体
は

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
日
、
東
京
・

丸
の
内
の
東
京
商
工
会
議
所
で
中
小
・

小
規
模
企
業
の
現
状
を
政
治
に
直
接
、

訴
え
、
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
予
算

の
飛
躍
的
な
拡
充
や
施
策
の
充
実
・
強

化
を
目
指
す
「
中
小
企
業
危
機
突
破
!

活
力
強
化
大
会
」
を
開
き
、
大
会
決
議

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
六
団
体
の
代
表
が
民
主

党
、
自
由
民
主
党
、
公
明
党
の
国
会
議

員
、
都
議
会
議
員
の
代
表
に
訴
え
る
も

の
で
す
。
当
連
合
会
は
加
藤
政
治
副
会

長
が
代
表
し
て
演
壇
に
立
ち
、
当
連
合

会
が
東
京
商
工
会
議
所
、
東
京
都
中
小

当連合会、東商など3団体との
協議会設立を表明

企
業
団
体
中
央
会
、
東
京
都
商
店
街
振

興
組
合
連
合
会
の
三
団
体
と
新
た
な
協

議
会
の
設
立
準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と

を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
東
京
と
い

う
地
域
や
、
東
京
の
持
っ
て
い
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
、
育
て
る
、「
東

京
な
ら
で
は
の
、
独
自
性
の
あ
る
、
き

め
細
か
な
中
小
企
業
対
策
」
が
、
真
に

必
要
と
の
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　

加
藤
副
会
長
は
「
東
京
都
と
共
に
、

新
た
な
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
皆
さ
ん

が
今
、
真
に
必
要
と
し
て
い
る
、
東
京

都
独
自
の
中
小
企
業
対
策
を
検
討
し
て

い
こ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

大
会
は
深
刻
な
不
況
を
反
映
、

五
百
三
十
五
人
と
椅
子
席
が
足
り
な
く

な
る
ほ
ど
の
人
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

大
会
決
議
は
次
の
六
項
目
で
す
。

　

①
中
小
企
業
金
融
対
策
の
更
な
る
強

化
②
中
小
企
業
の
雇
用
維
持
等
に
向
け

た
支
援
③
中
小
企
業
の
活
力
を
引
き
出

す
税
制
④
商
店
街
・
中
小
商
業
の
活
性

化
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
⑤
環
境
問
題

へ
の
取
組
み
の
促
進
⑥
中
小
・
小
規
模

企
業
対
策
予
算
・
施
策
の
大
幅
な
拡
充

1 日に 4カ所もの現地視察をしたパワーアップ実務研修

協議会設立を表明する
加藤 政治・当連合会副会長

青年部生誕の地で行われた
青年部全国大会

「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」の
第
2
弾
を
ス
タ
ー
ト

島
し
ょ
地
域
商
工
会
経
営
指
導
員
を
対
象
に

21
年
度
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
実
務
研
修
を
実
施

12 月 3日に「中小企業危機突破 !
活力強化大会」を開く

全
国
か
ら
2
、5
0
0
人
が
結
集
、

都
青
連
か
ら
は
49
人

6
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商
工
会
の
力
を
示
し
、
中
小
・
小
規

模
政
策
の
強
化
・
充
実
を
訴
え
る
「
商

工
会
全
国
大
会
」
が
今
年
度
も
二
十
一

年
十
一
月
十
九
日
、
東
京
・
神
南
の

N
H
K
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
四
十
九
回
と
な
る
今
大
会
に

は
全
国
一
千
八
百
の
商
工
会
か
ら
会
長

ら
商
工
会
関
係
者
三
千
人
が
参
集
。
一

方
、
政
府
、
政
党
か
ら
鳩
山
由
紀
夫
内

閣
総
理
大
臣(

代
理=

瀧
野
欣
彌
・
内

閣
官
房
副
長
官)
、
直
嶋
正
行
・
経
済

産
業
大
臣
、
大
島
理
森
・
自
民
党
幹
事

長
、
衆
議
院
議
員
・
参
議
院
議
員
多
数

が
列
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
る
意
見
表

明
で
は
末
武
栄
子
・
全
国
商
工
会
連
合

会
理
事(

全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会

会
長)

が
登
壇
、
三
項
目
を
政
府
、
政

党
に
実
現
を
求
め
ま
し
た
。
三
項
目
は

①
継
続
的
な
景
気
対
策
、
中
小
・
小
規

模
企
業
対
策
の
拡
充
②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
③

工
業
統
計
調
査
の
お
願
い

　

平
成
21
年
12
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
工
業

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先:

東
京
都 

商
工
統
計
課
工
業

統
計
係 
0
3(

5
3
8
8)

2
5
4
4

　
「
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で

色
々
な
産
品
が
出
品
さ
れ
、
一
言
で
言
え

ば
地
域
の
パ
ワ
ー
が
漲
っ
て
い
る
、
溢
れ

て
い
る
」(

前
田
正
博
・
中
小
企
業
基
盤

漲
る
地
域
の
パ
ワ
ー
、
4
年

ぶ
り
に
全
国
物
産
展
が
開
催

全
国
か
ら
3
、5
8
3
品
目
が
集
結

整
備
機
構
理
事
長
の
挨
拶)

。
会
期
中
の

入
場
者
は
二
十
万
人
弱
に―

。 

　

全
国
の
特
産
品
を
中
心
に
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
産
品
を
一
堂
に
集
め
、
販
売

す
る
と
同
時
に
地
域
を
P
R
す
る
「
ニ
ッ

ポ
ン
全
国
物
産
展
」
が
平
成
二
十
一
年

十
一
月
二
十
日
か
ら
四
日
間
、
東
京
・
東

池
袋
の
池
袋

サ
ン
シ
ャ
イ

ン
シ
テ
ィ
で

「
全
国
の
ウ

マ
イ
も
ん 

イ

イ
も
ん
が
大

集
合
!
」
を

合
言
葉
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　

全
国
商
工
会
連
合
会
が
主
催
し
、
経
済

産
業
省
中
小
企
業
庁
が
共
催
し
た
も
の

で
、
同
展
は
こ
の
三
年
間
、
開
か
れ
て
お

ら
ず
、
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

出
品
品
目
は
三
千
五
百
八
十
三
を
数
え
、

珍
し
い
も
の
、
お
目
当
て
の
も
の
を
手
に

入
れ
よ
う
と
い
う
一
般
来
場
者
や
、
売
上

げ
に
プ
ラ
ス
と
な
る
地
域
産
品
は
な
い
か

と
目
を
光
ら
す
バ
イ
ヤ
ー
ら
で
会
場
は
あ

ち
こ
ち
で
混
雑
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
京
の
商
工
会
地
域
か
ら
は
当
連
合

会
、
あ
し
た
ば
加
工
工
場
、
藍
ヶ
江
水
産
、

あ
き
る
野
商
工
会
、
新
島
水
産
加
工
業
協

同
組
合
が
出
展
、
特
産
品
の
販
売
や
観
光

の
P
R
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　
「
第
12
回
中
小
企
業
に
よ
る
国
内
最

大
級
の
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー 

産
業
交
流
展

2
0
0
9
」
が
平
成
二
十
一
年
十
一
月

四
日
か
ら
六
日
ま
で
東
京
・
有
明
の
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
ま
し
た
。
広
域

的
な
交
流
と
連
携
を
テ
ー
マ
と
し
た
同
展

に
は
八
百
十
六
の
中
小
企
業
、
団
体
が
出

展
、
自
慢
の
技
術
、
製
品
を
ア
ピ
ー
ル
、

活
発
に
商
談
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

初
日
に
行
わ
れ
た
開
会
式
に
は
桂
敎

夫
・
当
連
合
会
会
長
も
出
席
、
佐
藤
広
・

都
副
知
事
ら
と
と
も
に
テ
ー
プ
に
鋏
み
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
展
に
は
日
野
市
商
工
会
、
瑞
穂
町
商

工
会
も
出
展
、
市
内
企
業
の
工
業
力
を

P
R
、
新
た
な
取
り
引
き
の
開
拓
に
力
を

入
れ
ま
し
た
。

産
業
交
流
展
2
0
0
9
が
開
催

816
企
業
・
団
体
が
出
展
、
活
発
に

商
談
を
展
開

日
野
市
商
工
会
、瑞
穂
町
商
工
会
も

工
業
力
を
P
R

支
援
機
能
・
サ
ー
ビ
ス
強
化
に
よ
る
会

員
組
織
率
の
向
上―

で
、
こ
の
三
項
目

を
大
会
で
決
議
し
ま
し
た
。

　

石
澤
義
文
・
全
国
商
工
会
連
合
会
会

長
は
会
長
挨
拶
で
「
全
国
一
千
八
百
商

工
会
の
総
力
を
結
集
し
て
政
府
に
政
策

要
望
を
行
う
」
と
話
す
と
と
も
に
「
商

工
会
自
ら
も
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に

努
め
、中
小
・
小
規
模
企
業
に
信
頼
さ
れ
、

真
に
お
役
に
立
つ
強
い
組
織
づ
く
り
に

取
り
組
む
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
政
府
、
政
党
関
係
者
は
中
小

企
業
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
果
た
し

て
い
る
商
工
会
の
役
割
の
大
き
さ
を

口
々
に
指
摘
。
中
小
・
小
規
模
政
策
、

経
済
対
策
に
、
さ
ら
に
力
を
入
れ
る
、

と
話
し
ま
し
た
。

日野市商工会（上）、瑞穂町商工会（下）
も出展をした産業交流展 2009

全国 1,800 の商工会の総力を結集した全国大会

全国物産展の当連合会関係ブース

継続的な景気対策など
3項目を決議

全国から 3千人が参集して全国大会

7
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再生紙を使用しています

多摩・島しょ地域のイベント 2月 ～   3月大特集
Part30

日　程 イベント名 会　場 内　容 主催者・問合せ先

2

月

11 日 ( 木・祝 )
椿の女王コンテストと椿の
女王・ミス大島撮影会
( 大島町 ) 

大島公園椿プラザ
伊豆大島の伝統衣装を着たあんこ娘の中から「椿の女王」
を選出する

大島観光協会   04992-2-2177

13 日 ( 土 ) 
第 9回黄金井名物市 
( 小金井市 )

武蔵小金井駅南口前
フェスティバルコート

11:00~16:00  隠れた地域資源を探求する「かるたとり☆
クエスト」　フェスティバルコートを始点に、「かるた」
を集めてあなたの知らない小金井歩き。参加者にはすて
きなあったかプレゼント

第 9回黄金井名物市実行委員会
042-381-8765

13 日 ( 土 )~ 
21 日 ( 日 )

椿の花による「おもてなし」  
( 大島町 ) 三原山頂地区 椿の特別展示、写真展等を実施予定 大島観光協会   04992-2-2177

14 日 ( 日 )
第 2回羽衣の堰歌謡コンテ
スト ( 羽村市 )

羽村市生涯学習センター
「ゆとろぎ」

午後2時より  羽村の堰を歌ったご当地ソング「羽衣の堰」
の歌唱力を競う。参加申し込み ( 定員 30 名 ) は 1 月 8日
まで。鑑賞無料。250 名収容

「羽衣の堰」歌謡コンテスト
実行委員会 ( 羽村市商工会内 )            
042-555-6211

19 日 ( 金 )~
20 日 ( 土 )

第 9回たま工業交流展
( 立川市 )

国営昭和記念公園みどりの
文化ゾーン花みどり文化セ
ンター及びゆめひろば

多摩地域最大の中小企業総合展示会。「多摩発。広げよ
う技術開発力の輪 !」をテーマに 139 の企業、大学など
がそれぞれの最新の技術、製品、事業を紹介します

たま工業交流展実行委員会
( 立川商工会議所内 ) 
042-527-2700

19 日 ( 金 )~
3 月 21 日 ( 日 )

第 55回伊豆大島椿まつり   
「夜まつり」( 大島町 ) 元町港船客待合所

19:30~21:00  スーパーアンコ娘のダンスパフォーマンス
や御神火よさこい舞隊と御神火太鼓の披露や大島特産品
の販売

大島観光協会  04992-2-2177

20 日 ( 土 )
中央線が好きだ !  
立川自然・文化散策ハイキ
ング ( 立川市 )

JR 立川駅~JR西立川駅 (根
川緑道・歴史民俗資料館他 )

早春の訪れを感じながら、中央線の名所と立川の歴史・
文化を堪能するコース

JR 東日本旅客鉄道 ( 株 )
八王子支社
立川観光協会       042-527-2700

20 日 ( 土 )~
3 月 31 日 ( 水 )

吉野梅郷梅まつり ( 青梅市 ) 吉野梅郷一帯 東西 4kmの梅の里に約 2万 5千本の梅の花が咲きます 青梅観光案内所 0428-20-0011

21 日 ( 日 ) 青梅マラソン大会 ( 青梅市 ) 総合体育館前~奥多摩町
川井

大衆マラソンの草分け、
早春の青梅路を 1万 5千人が疾走

青梅マラソン大会事務局     
0428-24-6311

3

月

6 日 ( 土 )~
7 日 ( 日 )

第 18回調布観光物産展
( 調布市 ) 調布市役所前庭

市内の物産や工芸品、姉妹都市木島平村など各地の特産
品の販売や紹介を行う 

調布市観光協会事務局    
042-481-7184

14 日 ( 日 )
予備日 :22 日
( 月・祝 )

観梅市民まつり ( 青梅市 ) 神代橋通り、青梅市梅の
公園

郷土芸能の上演と『梅の公園』での琴演奏、野点など 青梅観光案内所   0428-20-0011

26 日 ( 金 )~
 4 月 11 日 ( 日 )

はむら花と水のまつり 2010 
( 前期 : さくらまつり ) 
( 羽村市 )

羽村堰周辺ほか
桜のライトアップ、野点、足湯等のイベントを行うほか、
玉川上水に沿って模擬店が出店し、多くの人でにぎわう

羽村市観光協会   042-555-9667

27 日 ( 土 ) ひので朝市 ( 日の出町 ) 語らいとふれあいの広場
( 大久野地区 )

商業部会員等による即売会。普段、お店で販売している
商品を格安にて販売

日の出町商工会   042-597-0270

27 日 ( 土 )~
28 日 ( 日 )

第 55回伊豆大島椿まつり   
「夜まつり」( 大島町 ) 元町港船客待合所 2月 19 日 ( 金 )~3 月 21 日 ( 日 ) と同じ 大島観光協会       04992-2-2177

27 日 ( 土 )~
28 日 ( 日 )

ガレリアきらり市
( あきる野市 )

秋留野広場
( あきる野市秋川 1-10)

10:00~16:00    アート &クラフトフェア 手づくり作家の
作品を一堂に集めた市

あきる野商工会   042-559-4511

28 日 ( 日 )
春うらら桜ウォーキング
( 立川市、国立市 )

国営昭和記念公園~ 
国立駅南口

国営昭和記念公園~国立駅南口への桜を見学しながらの
ウォーキング

国立市観光まちづくり協会     
042-574-1199    
立川観光協会       042-527-2700

念のため主催者に問い合わせをして日にち、会場をご確認の上、お出掛け下さい。

工場

病院 小売店 ビル

平成22年4月1日から受付を開始します！
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